
vol.89
広
報

vol.89
広
報

四季ゆたか　きらめく雲仙　ゆめみらい

3月号
2013 March
3月号

2013 March



 

■
文・写
真
＝
政
策
企
画
課
広
報
班

麹をつくるため蒸した米に種麹を散布する作業。お米にもう一度命が吹き込まれていくと表現できるだろうか。
室温30℃の部屋で布団をかぶせられ、麹菌は増殖していくという。

冬
か
ら
春
へ
と
向
か
う
季
節
は
ち

ょ
う
ど
酒
造
り
が
盛
ん
な
時
期

だ
。お
酒
が
好
き
な
人
に
と
っ
て

は
、春
先
の
新
酒
が
待
ち
遠
し
い
と

い
う
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

今
回
、そ
の
酒
造
り
の
風
景
を

撮
ら
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、う
ん
ぜ

ん
逸
品
認
定
の「
あ
い
娘
特
別
純

米
酒
」（
輝
）を
造
ら
れ
て
い
る「
あ

い
娘
酒
造
」（
愛
野
町
）を
訪
問
し

た
。

　

清
酒（
日
本
酒
）は
米
と
麹
と
水

を
主
原
料
と
し
た
醸
造
酒
の
こ
と

で
あ
る
。酒
造
所
を
訪
問
し
た
２

月
初
め
、作
業
は
酒
造
り
の
最
初
の

段
階
、麹
と
酒
母
造
り
で
あ
っ
た
。

　

麹
造
り
は
酒
造
り
で
お
酒
の
品

質
を
左
右
す
る
繊
細
な
も
の
だ
と

い
う
。人
肌
に
冷
し
た
蒸
米
に
種

麹
を
散
布
す
る
作
業
。そ
れ
は
再

び
米
に
命
を
吹
き
込
ん
で
い
る
か
の

よ
う
だ
。い
や
、事
実
、最
適
な
環

境
を
得
た
麹
菌
は
爆
発
的
に
菌
糸

を
の
ば
し
て
い
く
。「
命
」と
い
う
言

葉
が
浮
か
ん
で
き
て
も
不
思
議
は

な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
酒
母
造
り
は
、先
に

作
っ
た
麹
と
水
、蒸
米
、酵
母
を
混

ぜ
て
本
格
的
な
酒
造
り
の
元
＝
酒

母
を
造
る
作
業
だ
。撮
影
に
行
っ
た

時
、室
内
に
は
２
、３
日
経
っ
た
酒
母

も
あ
り
、す
で
に
お
酒
の
い
い
香
り

を
発
し
て
い
た
。

　

清
酒
造
り
は
こ
の
後
、大
き
な

仕
込
み
タ
ン
ク
に
移
さ
れ
、さ
ら
に

仕
込
み
な
ど
を
行
い
完
成
し
て
い

く
。

　

雲
仙
市
内
で
は
昔
か
ら
季
節
な

ら
で
は
の
も
の
づ
く
り
が
行
わ
れ
て

い
る
。し
か
し
な
が
ら
、こ
の
取
材
で

聞
い
た
話
だ
が
、愛
野
町
内
の
人
か

ら「
酒
を
作
っ
て
る
ん
で
す
か
？
」と

聞
か
れ
た
と
の
こ
と
。同
じ
市
内
で

も
意
外
と
地
の
産
品
を
知
ら
な
い

こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　

近
く
に
お
い
し
い
も
の
が
あ
る
―

ま
ず
は
身
近
な
季
節
の
地
の
産
品

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
？

　

写真上から/あい娘酒造正面建物。創業約80年。/米を蒸してい
るところ。/蒸米を冷やす作業。先代ご夫婦も手伝っての総出の
作業。/蒸米をもろみタンクに投入。/もろみタンクの撹拌。

↑5代目社長兼杜氏の山崎貴彦さん

←
■撮影協力＝あい娘酒造合資会社

雲
仙
の
風
景
⑦

　
　
　
　

酒
造
り
の
風
景
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春

　

３
月
―
厳
し
か
っ
た
冬
の
寒
さ
も
終
わ
り
、

だ
ん
だ
ん
と
暖
か
く
な
っ
て
い
く
季
節
。

　

休
み
の
日
に
ち
ょっ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た

め
に
出
掛
け
る
に
も
、冬
の
間
は
寒
さ
か
ら

「
外
は
ち
ょっ
と･･･

」と
い
う
人
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
震
え
る
よ
う
な
寒
さ
か
ら
開
放
さ

れ
る
春
。い
ろ
ん
な
花
が
咲
き
始
め
、鳥
は
さ

え
ず
り
、い
ろ
ん
な
生
き
物
た
ち
が
躍
動
を

始
め
る
。３
月
下
旬
に
は
桜
も
咲
き
、ま
さ
に

日
本
の
美
が
咲
き
誇
る
時
期
と
な
る
。

　

雲
仙
市
は
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
。遊
び
に

行
き
た
く
な
る
よ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
も
た
く
さ

ん
あ
る
。

　

今
回
は
雲
仙
市
内
の
公
園
を
中
心
に
、外

に
行
き
た
く
な
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
。

 

春はいろんな花が咲き誇る

、

　　

↑5代目社長兼杜氏の山崎貴彦さん

←

百花台公園（国見町）
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外へ行こう！ 淡
島
公
園（
国
見
町
）

牧
場
の
里
あ
づ
ま

　
　
　
　
　
（
吾
妻
町
）

棚
畑
展
望
台

　
　
　
　
　
（
南
串
山
町
）

愛
野
展
望
台（
愛
野
町
）

橘
公
園（
千
々
石
町
）

小
浜
町
公
園

（
と
け
ん
山
公
園
）（
小
浜
町
）

農
村
公
園

　

水
車
の
郷（
瑞
穂
町
）

外へ行こう！

池田　直幸さん（千々石町）

■コメントをいただきました

■コメントをいただきました

立石　隆さん（国見町）

01010101010101010101010101
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平成24年雲仙市表彰式

おめでとうございます

「広報うんぜん」では、市民の皆さまからご投稿い
ただいたニュース記事などを掲載していますが、ご
投稿の際は、次のことについてあらかじめご注意く
ださい。
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な　や　みゼロ

司法書士による無料法律相談会を行います。相談は無料で、秘密は固く守られ
ます。お気軽にご相談ください。（予約不要）

～相談できる内容～
●借金に関する相談 ●相続、不動産に関する相談　　　
●訪問販売などの契約に関する相談 ●成年後見制度に関する相談　　　
●その他 法律に関する相談

主催：雲仙市・長崎県青年司法書士協議会
問い合わせ：雲仙市消費生活センター ☎38-7830

グリーンコープ生活再生相談室出張相談会（無料）
グリーンコープ生活再生相談室では、多重債務をはじめとする家庭の経済問題の相談、法律専門家への
紹介・同行、および生活再生のための貸し付けを行っています。（要予約）

～最近の相談事例～
●滞納の家賃や水光熱費の支払いが滞っている。
●借金がふくらみ、毎月の返済ができない。
●給料が減って住宅ローンの支払いが厳しい。
●家族がギャンブルなどの依存症で家計が圧迫
　されている。

～最近の貸し付け事例～
●子供の入学金として７０万円
●車購入費用の一部として５０万円
●転居費用として３０万円
●家賃、光熱費の支払いとして４０万円
●結婚式費用の一部として８０万円

予約・問い合わせ：グリーンコープ生活再生相談室　　☎095-829-7770

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

　

健康づくり課からのお知らせ

日時

会場
演題

講師
波江野　誠　

入場

問

こころの健康づくり(自殺対策)
講演会のご案内

平成25年3月7日から津波警報が変わります

平成25年 3 月 7 日（木）
【予想される津波の高さ】

「巨大」、「高い」という言葉

5段階の数値

【津波観測に関する情報】
「観測中」

問

予想される津波の高さ
とるべき行動高さの区分 数値での

発表
巨大地震の
場合の表現

大津波警報
１０ｍ～

市民安全課からのお知らせ

１０ｍ超
巨大１０ｍ

５ｍ
５ｍ～１０ｍ
３ｍ～５ｍ

津波警報 １ｍ～３ｍ ３ｍ 高い

津波注意報 20ｃｍ～１ｍ （表記しない）１ｍ
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◆会期　平成26年10月12日（日）～10月22日（水）

平成噴火の火砕流

雲仙市らしい

　　

　

今
月
は
、平
成
噴
火
の
火
砕

流
と
災
害
遺
構
を
紹
介
し
ま

す
。火
砕
流
で
被
災
し
た
エ
リ

ア
と
し
て〝
千
本
木
〞、〝
北
上
木

場
〞、〝
大
野
木
場
〞が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、被

災
遺
構
が
当
時
の
ま
ま
保
存
さ

れ
、災
害
を
後
世
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

火
砕
流
は
、高
温
の
溶
岩
の

破
片
や
火
山
灰
、火
山
ガ
ス
が
一

緒
に
な
っ
て
高
速
で
斜
面
を
流

れ
下
る
現
象
で
す
。平
成
噴
火

の
火
砕
流
は
、普
賢
岳
の
斜
面

か
ら
出
て
き
た
溶
岩
ド
ー
ム
の
一

部
が
崩
れ
落
ち
る
こ
と
で
発
生

し
、そ
の
発
生
回
数
は
９
４
０
０

回
以
上
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
１（
平
成
３
）年
６
月

３
日
に
発
生
し
た
大
規
模
火
砕

流
は
、島
原
市
の
上
木
場
地
区

を
襲
い
、報
道
関
係
者
、消
防
団

員
、そ
の
他
あ
わ
せ
て
43
人
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。上
木
場

地
区
に
は
、報
道
関
係
者
が
集

ま
っ
て
い
た〝
定
点
〞と
呼
ば
れ

る
場
所
に
現
在
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
こ
こ

は
、砂
防
指
定
地
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。島
原
市
で
は
、毎
年
６

月
３
日
を「
祈
り
の
日
」と
し
て

追
悼
行
事
を
行
い
、災
害
の
教

訓
を
後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
年
９
月
15
日
に
発

生
し
た
大
規
模
火
砕
流
で
は
、

南
島
原
市
深
江
町
の
大
野
木

場
地
区
ま
で
熱
風
が
及
び
、当

時
の
小
学
校
が
被
災
し
ま
し

た
。こ
の
被
災
校
舎
は
、当
時
の

ま
ま
の
姿
で
保
存
さ
れ
、見
学

で
き
ま
す
。

　

更
に
、１
９
９
３（
平
成
５
）年

６
月
23
日
に
発
生
し
た
大
規
模

火
砕
流
は
、島
原
市
の
千
本
木

地
区
に
ま
で
及
び
、１
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。当
時
、被
害
の

ほ
と
ん
ど
は
、避
難
勧
告
区
域

内
で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
噴

火
に
限
ら
ず
、災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、避
難
勧
告
に

そ
っ
た
避
難
の
徹
底
が
重
要
で

す
。

　

そ
の
後
、九
州
大
学
な
ど
に

よ
る
火
山
活
動
の
状
況
の
観
測

や
国
土
交
通
省
に
よ
る
水
無
川

流
域
に
お
け
る
砂
防
工
事
な

ど
、関
係
者
の
協
力
で
災
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
取
り
組
み
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
、新
シ
リ
ー
ズ
を

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　

推
進
連
絡
協
議
会

島
原
市
平
成
町
１-

１

　
　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
内

☎
０
９
５
７-

65-

５
５
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
５
７-

65-

５
５
４
２

E-m
ail　info@

unzen-geopark.jp

つなごう！未来へ“島原半島世界ジオパーク”
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◆会期　平成26年10月12日（日）～10月22日（水）

平成噴火の火砕流

雲仙市らしい

　　

　

今
月
は
、平
成
噴
火
の
火
砕

流
と
災
害
遺
構
を
紹
介
し
ま

す
。火
砕
流
で
被
災
し
た
エ
リ

ア
と
し
て〝
千
本
木
〞、〝
北
上
木

場
〞、〝
大
野
木
場
〞が
あ
り
ま

す
。そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、被

災
遺
構
が
当
時
の
ま
ま
保
存
さ

れ
、災
害
を
後
世
に
伝
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◆

　

火
砕
流
は
、高
温
の
溶
岩
の

破
片
や
火
山
灰
、火
山
ガ
ス
が
一

緒
に
な
っ
て
高
速
で
斜
面
を
流

れ
下
る
現
象
で
す
。平
成
噴
火

の
火
砕
流
は
、普
賢
岳
の
斜
面

か
ら
出
て
き
た
溶
岩
ド
ー
ム
の
一

部
が
崩
れ
落
ち
る
こ
と
で
発
生

し
、そ
の
発
生
回
数
は
９
４
０
０

回
以
上
に
も
達
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
１（
平
成
３
）年
６
月

３
日
に
発
生
し
た
大
規
模
火
砕

流
は
、島
原
市
の
上
木
場
地
区

を
襲
い
、報
道
関
係
者
、消
防
団

員
、そ
の
他
あ
わ
せ
て
43
人
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。上
木
場

地
区
に
は
、報
道
関
係
者
が
集

ま
っ
て
い
た〝
定
点
〞と
呼
ば
れ

る
場
所
に
現
在
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
こ
こ

は
、砂
防
指
定
地
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。島
原
市
で
は
、毎
年
６

月
３
日
を「
祈
り
の
日
」と
し
て

追
悼
行
事
を
行
い
、災
害
の
教

訓
を
後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、同
年
９
月
15
日
に
発

生
し
た
大
規
模
火
砕
流
で
は
、

南
島
原
市
深
江
町
の
大
野
木

場
地
区
ま
で
熱
風
が
及
び
、当

時
の
小
学
校
が
被
災
し
ま
し

た
。こ
の
被
災
校
舎
は
、当
時
の

ま
ま
の
姿
で
保
存
さ
れ
、見
学

で
き
ま
す
。

　

更
に
、１
９
９
３（
平
成
５
）年

６
月
23
日
に
発
生
し
た
大
規
模

火
砕
流
は
、島
原
市
の
千
本
木

地
区
に
ま
で
及
び
、１
人
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。当
時
、被
害
の

ほ
と
ん
ど
は
、避
難
勧
告
区
域

内
で
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
噴

火
に
限
ら
ず
、災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
、避
難
勧
告
に

そ
っ
た
避
難
の
徹
底
が
重
要
で

す
。

　

そ
の
後
、九
州
大
学
な
ど
に

よ
る
火
山
活
動
の
状
況
の
観
測

や
国
土
交
通
省
に
よ
る
水
無
川

流
域
に
お
け
る
砂
防
工
事
な

ど
、関
係
者
の
協
力
で
災
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
取
り
組
み
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
か
ら
は
、新
シ
リ
ー
ズ
を

お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　

推
進
連
絡
協
議
会

島
原
市
平
成
町
１-

１

　
　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
内

☎
０
９
５
７-

65-

５
５
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
５
７-

65-

５
５
４
２

E-m
ail　info@

unzen-geopark.jp

つなごう！未来へ“島原半島世界ジオパーク”
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→
藤
澤
雄
一
郎
氏

雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内）　電３８-３１１１問

問：配偶者や恋人などパートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ））が
　　社会問題になっています。ア～サのような行為がＤＶにあたると思いますか。

問：配偶者や恋人などから、ア～サのような行為を受けたことがありますか。

　

　　

長
崎
県
で
は
、女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
支
援
し
、社

会
に
お
け
る
女
性
の
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、長
崎
県
内
に
お
い
て
起
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
女
性
を
対
象
に
専
門
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
面
談
ま
た
は
電
話
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま

す
。

 

詳
し
く
は
、長
崎
県
男
女
共
同
参
画
室

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/danjo/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
室

　

☎
０
９
５
‐８
２
２
‐４
７
２
９　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 ☎

０
９
５
８
２
２
４
７
２
９

問：ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害にあったとき、誰(どこ)かに相談しましたか。

３月１０日は
　　『農山漁村女性の日』

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
あ
う
ま
ち　

雲
仙
市

Vol.60

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38-

３
１
１
１

問

● 広報うんぜん
平成25年3月16



→
藤
澤
雄
一
郎
氏

雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内）　電３８-３１１１問

問：配偶者や恋人などパートナーからの暴力（ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ））が
　　社会問題になっています。ア～サのような行為がＤＶにあたると思いますか。

問：配偶者や恋人などから、ア～サのような行為を受けたことがありますか。

　

　　

長
崎
県
で
は
、女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
支
援
し
、社

会
に
お
け
る
女
性
の
活
動
を
促
進
す
る

た
め
、長
崎
県
内
に
お
い
て
起
業
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
女
性
を
対
象
に
専
門
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
面
談
ま
た
は
電
話
に
よ
る
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま

す
。

 

詳
し
く
は
、長
崎
県
男
女
共
同
参
画
室

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/danjo/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

長
崎
県
男
女
共
同
参
画
室

　

☎
０
９
５
‐８
２
２
‐４
７
２
９　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　 ☎

０
９
５
８
２
２
４
７
２
９

問：ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害にあったとき、誰(どこ)かに相談しましたか。

３月１０日は
　　『農山漁村女性の日』

男
女
が
互
い
を
認
め
合
い
、尊
重
し
、協
力
し
あ
う
ま
ち　

雲
仙
市

Vol.60

雲
仙
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
政
策
企
画
課
内
）　

☎
38-

３
１
１
１

問
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子ども支援課（☎36-2500）問

■３月の子育て支援センターイベント情報� ※内容は、変更する場合があります。
施設名・問合せ・イベント

【たいら保育園】みるきぃ（☎７８－５６５５）
★月～金曜日10：00～15：00開園　☆いっしょに遊ぼう（10：00～11：30）
	 ５日：思い出作り（フォトフレーム）／１２日：園庭で遊ぼう（10：00～）／１４日：茶話会（11：00～）
	 ２６日：春を探しに散歩に行こう（10：30～）

【ＮＰＯ法人子育てネットやまぼうしの会】ぽっかぽか（☎７８－２５２８）
★国見ひろば　火・木・金曜日10：00～15：00　　●場所…国見農村環境改善センター内
	 ８日：おりがみ教室（12：45～）／２６日：心理士相談日（10：00～15：00）・井戸端会議（13：00～14：00）
	 ２７日：ママ講座「骨盤体操」【要予約・有料】（10：30～11：30）
	 １日、８日、１５日、２２日、２９日：わらべうた＆ベビーマッサージ【要予約・有料】（10：30～12：00）
	 《リーダー養成講座》詳しくはスタッフへお尋ねください
	 　　森のムッレリーダー・クノッペンリーダー・クニュータナーリーダー・ストロバレーリーダー
★愛野ひろば　毎週月曜日（10：00～15：00）　　●場所…愛野保健福祉センター
	 ４日：通常開催（10：00～13：30）・親子で楽しむ絵本とわらべうたの世界（13：30～）
	 １１日、２５日：通常開催（10：00～15：00）

【洗心保育園】アリス（☎７７－２７２７）
★火・木・金曜日・第2、4土曜日10：00～15：00開園
	 ２日：お茶会／４日：ひなまつり・お誕生会／１６日：親子遠足／２９日：お別れ会

【うせん辻幼稚園】ピヨちゃんクラブ（☎３８－３３０６）
★月・水・金曜日：園庭開放、ひろば開放
※今月の親子教室はお休みです。園庭・ひろばは開放していますので、ご自由に遊びに来てください。

【すぎのこ保育園】子育て支援センター（☎３６－１７７２）
★月・水・金曜日10：00～15：00開園
	 １日：ひなまつり／４日：身体測定／１５日：副食提供日【要予約　１１日まで。１世帯　１００円】
	 ２２日：出張子育て教室　※愛野保健福祉センターにて（10：30～11：30）
	 ２７日：お茶会【要予約　１８日まで】

【なかよし保育園】なかよしチャット（☎３７－６３０６）
★月～金曜日　午前9：30～12：00、午後13：00～15：30開園
☆毎週月曜日：お話会　☆木曜日：遊びの広場
	 ７日：お話会・身体測定／１４日：作ってみよう　絵の具遊び（タペストリー作り）／２１日：？？？・お散歩

【小浜保育園】すくすくルーム（☎７６－０１１７）
★月～金曜日10：00～15：00園庭開放
☆親子教室…毎週火・金曜日　10：00～12：00
	 １日：親子制作　ひなまつり／５日：親子ピクニック　足湯ぽかぽか／８日：作って遊ぼう！／１２日：身長・体重

測定（成長が楽しみです！）／１５日：楽しく踊ろう！親子リズムダンス♪／１９日：お別れ茶話会
※３月２２日～４月５日まですくすくルームはお休みします。

【八幡保育園】地域子育て支援センター（☎８８－２１７７）
★月～金曜日10：00～15：00開園
☆親子遊び…毎週水曜日　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆らく★楽ヨガ☆【無料…13：15～14：15】
	 ６日：シールをぺったん／１３日：お絵描きぐ～るぐる　　　　　　　４日、１８日～どなた様でも
	 ２７日：おてがるクッキング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お気軽に参加できます～

【串山保育園】子育てスペース「あおぞら」（☎８８－２６８５）
★月～金曜日10：00～15：00開園
	 １５日：ダンボールハウスで遊ぼう！！～手作りのダンボールハウスで楽しく遊びましょう！！～

※市ホームページにも掲載しています。

□子育てサポートセンターからのお知らせ
保育園や学童クラブへの送迎、残業中の預かりなど 子育て中の“ちょっと困った！”を解決す
る応援をしています。随時、育児の支援を受けたい人（依頼会員）を募集しています！！

 お問い合わせは『子育てサポートセンター』　☎36-2500まで。

● 広報うんぜん
平成25年3月18



子ども支援課（☎36-2500）問

育成医療及び未熟児に関する事務が県から市に移譲され、担当窓口が下記のとおり変わります。

事務担当窓口
平成２５年３月３１日まで
の担当窓口

平成２５年４月１日から
の担当窓口

市に移譲される事務

長崎県 雲仙市

○養育医療に関する事務
・養育医療（未熟児が対象）の
　給付など

⇒

○未熟児訪問指導に関す
　る事務
・未熟児の訪問、指導など

⇒

子ども支援課　子ども
健康班
☎３６－２５００

○育成医療に関する事務
・身体に障害のある子どもに
　対する育成医療の給付など

・申請受理窓口
　県南保健所

・認定決定
　長崎県こども家庭課

⇒ 福祉課　障害福祉班
☎３６－２５００

麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種の第２期～第４期と二種混合（ジフテリア・破傷風）の予防接種はお済みですか？

・第2期～第4期対象の人は接種期間が平成25年3月31日までとなっています。接種期間を過ぎると任意接種となり、
　有料となります。まだ接種が済んでいない人は、早めに受けましょう。
　また、第3期と第4期は平成25年3月31日で終了します。4月以降は、第1期、第2期の接種のみとなります。
（対象者）
第2期（小学校就学前の子ども）
　平成18年4月2日生まれから平成19年4月1日生まれまでの人
第3期（中学校1年生相当の年齢）
　平成11年4月2日生まれから平成12年4月1日生まれまでの人
第4期（高校3年生相当の年齢）
　平成6年4月2日生まれから平成7年4月1日生まれまでの人

（接種回数等）接種回数は1回で、接種料は無料です。
　（※修学旅行などで海外へ行くために、高校2年生で1回接種した人を除きます。）

・二種混合（ジフテリア・破傷風）は、幼児期に接種した三種混合の免疫を高めるために受ける予防接種です。
　まだ接種が済んでいない人は、早めに受けましょう。
（対象者）
11歳以上13歳未満の人（標準的接種年齢として小学校6年生）

（接種回数等）接種回数は1回で、接種料は無料です。

＜ヒブワクチンの追加接種の接種間隔が改正されました。＞
追加接種の間隔改正 概ね 1年の間隔で ７～１３か月の間に

ワクチン接種の開始時期 初回接種回数 追加接種回数 合計

生後2か月以上7か月未満 3回（4週～8週間隔） 1回（3回目接種後7～13か月の間） 4回

生後7か月以上12か月未満 2回（4週～8週間隔） 1回（2回目接種後7～13か月の間） 3回

満1歳以上5歳未満 1回 なし 1回

○改正後のヒブワクチンの接種間隔

麻しん・風しん予防接種

二種混合予防接種

平成25年4月1日から担当窓口が県から市に変わります。平成25年4月1日から担当窓口が県から市に変わります。
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■応募方法■

PRESENTS 読者プレゼント

うんぜん逸品認定

雲仙じゃがブラン・レッドじゃがブラン　
セットを６人にプレゼント！
ふわふわスポンジの上に、純白の生クリームと3時間かけてじっくり煮込んだ特
産品のじゃがいもをたっぷり絞り、生クリームとじゃがいものコラボが見事な「雲仙
じゃがブラン」に、赤いじゃがいも（ドラゴンレッド）を素材にしたスイーツ、「レッドじゃ
がブラン」が新登場。
赤いじゃがいも（ドラゴンレッド）は、皮も切っても赤く、中身も赤い不思議なじゃ
がいも。長崎県農林技術開発センターで開発された新しい品種のじゃがいもで、
アントシアニンとでんぷんをたっぷり含んだ、抗酸化作用もある美味しいじゃがいも
です。

ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜんへ
のご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身近に起
こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください（1人1通
まで）。応募締切は、3月19日（火）当日消印有効です。なお、
当選の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　政策企画課　広報班　「読者プレゼント」係
■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎３８-３１１１）

■賞品に関する問い合わせ
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714
　　 観光物産まちづくり推進課
　　 ☎0957-38-3111

※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のため
に賞品取り扱い事業者に提供しますので、あらかじ
めご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の対
象となりませんので、ご注意ください。

写真はイメージです。実際の賞品とは
異なることがあります

今年の仁田峠（11月3日広報班撮影）

面積
745番19
745番24
745番26
745番27
745番28
745番29
745番32
745番33
745番34
745番35
745番38
745番39

306㎡
451㎡
411㎡
389㎡
355㎡
355㎡

349㎡
383㎡
404㎡

済 済

済 済

済 済 済

済

済
済

牛口みなとタウン
宅地分譲中

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口●地目／雑種地●用途地
域／都市計画区域外、用途指定なし●電気／九州電力●ガス
／各戸プロパン●上水道／市営●下水道／公共下水道●交通
／島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停
（徒歩10分）●道路／アスファルト舗装（区画道路６ｍ）●教育
施設（校区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校
（徒歩10分）●その他／公園に隣接

申し込み資格：次のいずれにも該当する個人または法人とします。　○分譲代金の支払いができる
　　　　　　　○成年被後見人もしくは被保佐人または破産者でない　○市町村税の未納がない
※詳しくは、管財課または各総合支所においてある「牛口みなとタウン分譲のご案内」をご覧ください。
　雲仙市ホームページにも掲載中です。　　　　　　　　　　　　　　　　　問　管財課（☎38-3111）

地番

349㎡

423㎡
410㎡

分譲価格
2,877,624円
4,362,072円
3,975,192円
3,658,156円
3,338,420円
3,338,420円

3,281,996円
3,601,732円
3,907,488円

3,281,996円

3,977,892円
3,855,640円

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

済済

　

寒
い
と
い
い
な
が
ら
植
木
ば
ち

プ
ラ
ン
タ
ー
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
そ

の
他
の
芽
が
出
て
き
て
い
ま
す
。植

物
達
は
元
気
で
す
ね
。ま
だ
ま
だ

寒
い
の
で
広
報
の
方
々
体
に
注
意

し
て
ま
た
市
報
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。期
待
し
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
Ｋ　

70
歳
女
性
）

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。確
か

に
ま
だ
寒
い
で
す
が
、確
実
に
春
へ
と

向
け
た
植
物
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
本
格
的
な
春
が
楽
し
み
で

す
。

                  

◆

　

身
近
な
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
毎
月
届
く
と
家
事
を
す
る
手
を

止
め
て
読
ん
で
い
ま
す
。そ
ん
な
私

で
す
が
、〝
は
が
き
〞を
出
す
の
は

初
め
て
！
当
選
願
っ
て
ま
〜
す
。

（
Ｅ
Ｙ　

56
歳
女
性
）

―
初
め
て
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。ご
愛
読
、う
れ
し
い
限
り

で
す
。賞
品
が
当
た
る
と
い
い
で
す

ね
。で
も
、当
選
す
る
か
ど
う
か
は
、

抽
選
の
結
果
し
だ
い
な
の
で
、幸
運

の
女
神
は
誰
に
微
笑
む
の
か
？
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
悪
し
か
ら

ず
！

                  

◆

　

広
報
う
ん
ぜ
ん
、い
ろ
ん
な
情
報

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。子

供
と
い
っ
し
ょ
に
行
け
る
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
し
て
ほ
し
い
で
す
。楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
ｕ
ｎ　

Ｊ
ｕ
ｎ　

38
歳
女
性
）

―
こ
れ
か
ら
暖
か
い
季
節
と
な
り
、

お
出
掛
け
し
た
く
な
る
気
持
ち
が

高
ま
り
ま
す
ね
。「
子
ど
も
と
一
緒
に

出
掛
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
」と
い
う

切
り
口
か
ら
、特
集
が
組
め
な
い
か
、

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

                  

◆

　

愛
犬
を
１
匹
飼
っ
て
い
る
の
で

す
が
、会
話
が
出
来
な
い
の
で
大
変

で
す
。そ
ん
な
中
、市
内
で
犬
の
飼

い
方
講
習
会
が
あ
る
事
を
知
り
ま

し
た
。是
非
参
加
し
ま
す
。今
後
も

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
企
画
し
て

頂
け
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
ピ
ン
ク
の
ミ
ラ　

21
歳
男
性
）

―
ペ
ッ
ト
の
犬
と
の
好
ま
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
は
、し
つ
け

が
大
切
だ
と
聞
き
ま
し
た
。講
習
を

通
し
て
、愛
犬
と
の
意
思
疎
通
が
向

上
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

                  

◆

　

運
動
不
足
の
毎
日
な
の
で
、〝
健

康
豆
知
識
〞と
て
も
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
座
っ
て
で
き
る
運
動

や
、な
が
ら
運
動
な
ど
、ち
ょ
っ
と

で
も
、の
せ
て
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

（
ト
マ
ト　

45
歳
女
性
）

―
運
動
不
足
は
私
も
同
じ
で
す
の

で
、ち
ょっ
と
し
た
解
消
方
法
は
、確

か
に
す
ご
く
参
考
に
な
り
ま
す
ね
。

ち
な
み
に
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
健
康
づ
く
り
」の
ペ
ー
ジ
に
も
、健

康
運
動
習
慣
に
関
す
る
情
報
が
載
っ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
考
に
さ
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

                  

◆

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。早
く
も
二
月
に
な
り
ま

し
た
。（
ま
た
一
つ
年
を
と
り
ま
〜

す
）広
報
の
方
々
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
注
意
し
て
下
さ
い
ネ
。楽
し
い

情
報
た
く
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

（
ヒ
マ
ワ
リ
娘　

56
歳
女
性
）

―
実
は
今
年
、久
し
ぶ
り
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。で
す
が
、早
め
の
病
院
受
診
と

休
養
が
よ
か
っ
た
の
か
、比
較
的
に
早

く
治
り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
、春
先

ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
続
き

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
、気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

                  

◆

　

市
民
講
座
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。何
日
も
続
け
て

は
、参
加
で
き
ま
せ
ん
が
何
か
自
分

の
興
味
の
あ
る
こ
と
で
参
加
で
き

る
も
の
を
と
、毎
回
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
Ｎ　

60
歳
女
性
）

―
市
内
各
地
の
公
民
館
な
ど
で
実

施
さ
れ
て
い
る
市
民
講
座
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
は
、本
当
に
メ
ニュ
ー
が
い
ろ
い
ろ
で

す
。Ｔ
Ｎ
さ
ん
は
今
後
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、他
の
市

民
の
皆
さ
ん
も
興
味
の
あ
る
講
座
に

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

                  

◆

　

１
月
20
日
、親
子
料
理
教
室
に
孫

と
参
加
し
ま
し
た
。４
班
に
分
れ
て

子
供
４
人
に
親
が
加
わ
り
、１
年
生

の
孫
も
キ
ュ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
切
り

で
、包
丁
を
使
い
ま
し
た
が
、見
て

い
て
指
を
切
ら
な
い
か
ハ
ラ
ハ
ラ
で

し
た
。一
品
ず
つ
出
来
上
り
、テ
ー
ブ

ル
に
運
ん
で
、み
ん
な
で
食
べ
、孫

も「
美
味
し
い
」と
完
食
。（
孫
を
）

我
が
家
に
連
れ
て
来
る
と
、「
キ
ラ

キ
ラ
カ
ン
テ
ン
を
作
る
」と
覚
え
た

て
の
デ
ザ
ー
ト
作
り
。「
い
と
こ
の

誕
生
会
を
夜
に
す
る
の
で
皆
で
食

べ
る
」
と
言
っ
て
作
っ
た
の
を
、全

部
、（
孫
が
住
む
自
宅
へ
）持
ち
帰

り
ま
し
た
。皆
で
美
味
し
く
い
た

だ
い
た
そ
う
で
す
。

（
Ｔ
Ｉ　

63
歳
女
性
）

―
お
葉
書
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、そ
の
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。子
ど
も
は
料
理
を
覚
え

る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
。こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
料
理
で
き
る
機
会
が
あ

る
と
い
い
で
す
ね
。

                  

◆

九千部岳から見た雲仙岳（平成新山など）

● 広報うんぜん
平成25年3月20



■応募方法■

PRESENTS 読者プレゼント

うんぜん逸品認定

雲仙じゃがブラン・レッドじゃがブラン　
セットを６人にプレゼント！
ふわふわスポンジの上に、純白の生クリームと3時間かけてじっくり煮込んだ特
産品のじゃがいもをたっぷり絞り、生クリームとじゃがいものコラボが見事な「雲仙
じゃがブラン」に、赤いじゃがいも（ドラゴンレッド）を素材にしたスイーツ、「レッドじゃ
がブラン」が新登場。
赤いじゃがいも（ドラゴンレッド）は、皮も切っても赤く、中身も赤い不思議なじゃ
がいも。長崎県農林技術開発センターで開発された新しい品種のじゃがいもで、
アントシアニンとでんぷんをたっぷり含んだ、抗酸化作用もある美味しいじゃがいも
です。

ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜんへ
のご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身近に起
こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください（1人1通
まで）。応募締切は、3月19日（火）当日消印有効です。なお、
当選の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　政策企画課　広報班　「読者プレゼント」係
■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎３８-３１１１）

■賞品に関する問い合わせ
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714
　　 観光物産まちづくり推進課
　　 ☎0957-38-3111

※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のため
に賞品取り扱い事業者に提供しますので、あらかじ
めご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の対
象となりませんので、ご注意ください。

写真はイメージです。実際の賞品とは
異なることがあります

今年の仁田峠（11月3日広報班撮影）

面積
745番19
745番24
745番26
745番27
745番28
745番29
745番32
745番33
745番34
745番35
745番38
745番39

306㎡
451㎡
411㎡
389㎡
355㎡
355㎡

349㎡
383㎡
404㎡

済 済

済 済

済 済 済

済

済
済

牛口みなとタウン
宅地分譲中

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口●地目／雑種地●用途地
域／都市計画区域外、用途指定なし●電気／九州電力●ガス
／各戸プロパン●上水道／市営●下水道／公共下水道●交通
／島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲仙市役所前バス停
（徒歩10分）●道路／アスファルト舗装（区画道路６ｍ）●教育
施設（校区）／市立大塚小学校（徒歩15分）、市立吾妻中学校
（徒歩10分）●その他／公園に隣接

申し込み資格：次のいずれにも該当する個人または法人とします。　○分譲代金の支払いができる
　　　　　　　○成年被後見人もしくは被保佐人または破産者でない　○市町村税の未納がない
※詳しくは、管財課または各総合支所においてある「牛口みなとタウン分譲のご案内」をご覧ください。
　雲仙市ホームページにも掲載中です。　　　　　　　　　　　　　　　　　問　管財課（☎38-3111）

地番

349㎡

423㎡
410㎡

分譲価格
2,877,624円
4,362,072円
3,975,192円
3,658,156円
3,338,420円
3,338,420円

3,281,996円
3,601,732円
3,907,488円

3,281,996円

3,977,892円
3,855,640円

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

済済

　

寒
い
と
い
い
な
が
ら
植
木
ば
ち

プ
ラ
ン
タ
ー
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
そ

の
他
の
芽
が
出
て
き
て
い
ま
す
。植

物
達
は
元
気
で
す
ね
。ま
だ
ま
だ

寒
い
の
で
広
報
の
方
々
体
に
注
意

し
て
ま
た
市
報
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。期
待
し
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
Ｋ　

70
歳
女
性
）

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。確
か

に
ま
だ
寒
い
で
す
が
、確
実
に
春
へ
と

向
け
た
植
物
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
本
格
的
な
春
が
楽
し
み
で

す
。

                  

◆

　

身
近
な
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
毎
月
届
く
と
家
事
を
す
る
手
を

止
め
て
読
ん
で
い
ま
す
。そ
ん
な
私

で
す
が
、〝
は
が
き
〞を
出
す
の
は

初
め
て
！
当
選
願
っ
て
ま
〜
す
。

（
Ｅ
Ｙ　

56
歳
女
性
）

―
初
め
て
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。ご
愛
読
、う
れ
し
い
限
り

で
す
。賞
品
が
当
た
る
と
い
い
で
す

ね
。で
も
、当
選
す
る
か
ど
う
か
は
、

抽
選
の
結
果
し
だ
い
な
の
で
、幸
運

の
女
神
は
誰
に
微
笑
む
の
か
？
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
悪
し
か
ら

ず
！

                  

◆

　

広
報
う
ん
ぜ
ん
、い
ろ
ん
な
情
報

い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。子

供
と
い
っ
し
ょ
に
行
け
る
イ
ベ
ン
ト

等
を
企
画
し
て
ほ
し
い
で
す
。楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
ｕ
ｎ　

Ｊ
ｕ
ｎ　

38
歳
女
性
）

―
こ
れ
か
ら
暖
か
い
季
節
と
な
り
、

お
出
掛
け
し
た
く
な
る
気
持
ち
が

高
ま
り
ま
す
ね
。「
子
ど
も
と
一
緒
に

出
掛
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
」と
い
う

切
り
口
か
ら
、特
集
が
組
め
な
い
か
、

検
討
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

                  

◆

　

愛
犬
を
１
匹
飼
っ
て
い
る
の
で

す
が
、会
話
が
出
来
な
い
の
で
大
変

で
す
。そ
ん
な
中
、市
内
で
犬
の
飼

い
方
講
習
会
が
あ
る
事
を
知
り
ま

し
た
。是
非
参
加
し
ま
す
。今
後
も

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
企
画
し
て

頂
け
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

（
ピ
ン
ク
の
ミ
ラ　

21
歳
男
性
）

―
ペ
ッ
ト
の
犬
と
の
好
ま
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
に
は
、し
つ
け

が
大
切
だ
と
聞
き
ま
し
た
。講
習
を

通
し
て
、愛
犬
と
の
意
思
疎
通
が
向

上
す
る
と
い
い
で
す
ね
。

                  

◆

　

運
動
不
足
の
毎
日
な
の
で
、〝
健

康
豆
知
識
〞と
て
も
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。
座
っ
て
で
き
る
運
動

や
、な
が
ら
運
動
な
ど
、ち
ょ
っ
と

で
も
、の
せ
て
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

（
ト
マ
ト　

45
歳
女
性
）

―
運
動
不
足
は
私
も
同
じ
で
す
の

で
、ち
ょっ
と
し
た
解
消
方
法
は
、確

か
に
す
ご
く
参
考
に
な
り
ま
す
ね
。

ち
な
み
に
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
健
康
づ
く
り
」の
ペ
ー
ジ
に
も
、健

康
運
動
習
慣
に
関
す
る
情
報
が
載
っ

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
参
考
に
さ
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

                  

◆

　

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。早
く
も
二
月
に
な
り
ま

し
た
。（
ま
た
一
つ
年
を
と
り
ま
〜

す
）広
報
の
方
々
、イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
注
意
し
て
下
さ
い
ネ
。楽
し
い

情
報
た
く
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。

（
ヒ
マ
ワ
リ
娘　

56
歳
女
性
）

―
実
は
今
年
、久
し
ぶ
り
に
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。で
す
が
、早
め
の
病
院
受
診
と

休
養
が
よ
か
っ
た
の
か
、比
較
的
に
早

く
治
り
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ
、春
先

ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
続
き

ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
、気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

                  

◆

　

市
民
講
座
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。何
日
も
続
け
て

は
、参
加
で
き
ま
せ
ん
が
何
か
自
分

の
興
味
の
あ
る
こ
と
で
参
加
で
き

る
も
の
を
と
、毎
回
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
Ｎ　

60
歳
女
性
）

―
市
内
各
地
の
公
民
館
な
ど
で
実

施
さ
れ
て
い
る
市
民
講
座
Ｕ
Ｎ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
は
、本
当
に
メ
ニュ
ー
が
い
ろ
い
ろ
で

す
。Ｔ
Ｎ
さ
ん
は
今
後
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、他
の
市

民
の
皆
さ
ん
も
興
味
の
あ
る
講
座
に

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

                  

◆

　

１
月
20
日
、親
子
料
理
教
室
に
孫

と
参
加
し
ま
し
た
。４
班
に
分
れ
て

子
供
４
人
に
親
が
加
わ
り
、１
年
生

の
孫
も
キ
ュ
ウ
リ
・
カ
ボ
チ
ャ
切
り

で
、包
丁
を
使
い
ま
し
た
が
、見
て

い
て
指
を
切
ら
な
い
か
ハ
ラ
ハ
ラ
で

し
た
。一
品
ず
つ
出
来
上
り
、テ
ー
ブ

ル
に
運
ん
で
、み
ん
な
で
食
べ
、孫

も「
美
味
し
い
」と
完
食
。（
孫
を
）

我
が
家
に
連
れ
て
来
る
と
、「
キ
ラ

キ
ラ
カ
ン
テ
ン
を
作
る
」と
覚
え
た

て
の
デ
ザ
ー
ト
作
り
。「
い
と
こ
の

誕
生
会
を
夜
に
す
る
の
で
皆
で
食

べ
る
」
と
言
っ
て
作
っ
た
の
を
、全

部
、（
孫
が
住
む
自
宅
へ
）持
ち
帰

り
ま
し
た
。皆
で
美
味
し
く
い
た

だ
い
た
そ
う
で
す
。

（
Ｔ
Ｉ　

63
歳
女
性
）

―
お
葉
書
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、そ
の
光
景
が
目
に
浮
か
ん
で

き
ま
し
た
。子
ど
も
は
料
理
を
覚
え

る
の
が
楽
し
い
ん
で
す
よ
ね
。こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
料
理
で
き
る
機
会
が
あ

る
と
い
い
で
す
ね
。

                  

◆

九千部岳から見た雲仙岳（平成新山など）
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大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
堂
々
の
９
位　

は
じ
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン 

最
高
の
笑
顔
で
ゴ
ー
ル

�

林
田  

詩
緖
里 

さ
ん（
千
々
石
町
出
身
）

　
１
月
２７
日
に
行
わ
れ
た
「
第
３２
回
大

阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
」
に
出
場
し
、一

般
参
加
選
手
中
ト
ッ
プ
の
総
合
９
位
で

ゴ
ー
ル
し
た
、
林
田
詩
緖
里
さ
ん
に
お

話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　
詩
緖
里
さ
ん
は
、
本
市
千
々
石
町
出

身
で
、
現
在
、
大
阪
芸
術
大
学
の
４
回

生
。
本
格
的
に
長
距
離
を
は
じ
め
た
の

は
中
学
生
の
頃
だ
そ
う
で
す
が
、
高
校

時
代
は
、諫
早
高
校
の
陸
上
部
に
所
属
。

同
高
３
年
生
の
と
き
に
出
場
し
た
、
全

国
高
校
駅
伝
大
会
で
は
、
最
終
５
区
を

走
り
、
チ
ー
ム
２
年
ぶ
り
と
な
る
８
位

入
賞
に
貢
献
。
そ
の
後
、
大
阪
芸
術
大

学
に
進
学
し
、
芸
術
を
学
び
な
が
ら
、

新
設
さ
れ
た
女
子
駅
伝
部
で
、
全
日
本

大
学
女
子
駅
伝
出
場
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
そ
の
間
、
大
阪
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で

初
優
勝
し
、
大
学
最
後
の
年
に
、
は
じ

め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
。
そ
の

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る

と
「
３０
㎞
以
上
は
初
め
て
な
の
で
、
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
。

先
生
か
ら
も
、
３０
㎞
過
ぎ
か
ら
体
が
動

か
な
く
て
、
き
つ
い
ぞ
と
言
わ
れ
て
ま

し
た
が
、
意
外
と
体
が
動
い
て
、
楽
し

く
走
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
は

じ
め
て
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
、
自
分
の

中
で
最
高
の
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
で
き
た
そ

う
で
す
。

　
こ
の
３
月
に
大
学
を
卒
業
す
る
詩
緖

里
さ
ん
で
す
が
、「
４
年
間
、
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。
走
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
を
ず
っ
と

目
標
に
し
て
き
た
の
で
、
予
選
を
勝
ち

抜
き
、
最
後
に
全
国
大
会
に
出
場
で
き

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。」
と
、

思
い
出
残
る
充
実
し
た
４
年
間
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

　
駅
伝
を
は
じ
め
て
約
１０
年
。
そ
の
魅

力
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と「
駅
伝
は
、

長
距
離
で
も
唯
一
チ
ー
ム
で
や
る
種
目

で
す
。
そ
れ
が
全
員
で
や
っ
た
な
あ
ー

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
う
れ
し
く

感
じ
る
と
こ
ろ
」
と
の
こ
と
。

　

４
月
か
ら
、
駅
伝
と
は
別
世
界
で
、

新
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
詩
緖

里
さ
ん
。「
故
郷
へ
帰
り
、
今
度
は
、

夢
だ
っ
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
仕
事
で
が
ん

ば
り
た
い
。
で
も
、
走
る
こ
と
は
好
き

だ
か
ら
、
何
か
健
康
と
か
楽
し
ん
で
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
も
参
加
で
き
た
ら
い

い
か
な
あ
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

雲仙の

人
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やるばい！
するばい！
がんばるばい！

 3月　ころばんごと　がんばらんば体操教室 
地区名 場　所（教室名） 時　間 1回目 2回目

国　見 国見農村環境改善センター(なごやか会) 14：00～15：30 毎週木曜日
神代研修センター(緋寒桜健康クラブ) 10：00～11：30 毎週水曜日

瑞　穂 瑞穂町公民館 13：30～15：00 19日㈫

愛　野
愛野町公民館 13：30～15：00 11日㈪ 25日㈪
新崎公民館（千鳥会） 13：30～15：00 毎週火曜日
舟津公民館 13：30～15：00 毎週火曜日

千々石 木場ふれあいセンター 13：30～15：00 11日㈪ 25日㈪
千々石町公民館 13：30～15：00 6日㈬

小　浜

南本町公民館 13：30～14：30 毎週水曜日
木津漁民集会場 13：00～15：00 毎週木曜日
北串住民センター

13：30～15：00

毎週金曜日
北野公民館 4日㈪
小田山公民館 13日㈬ 27日㈬
富津漁民センター 7日㈭ 28日㈭
雲仙やまびこ会館 毎週月曜日

南串山 南串山保健福祉センター 13：30～15：00 8日㈮ 22日㈮
西浜公民館 毎週金曜日

 3月　介護予防教室 
地区名 教室名 場　所 時　間 1回目 2回目
瑞　穂 あけぼの会 瑞穂町公民館 13：30～15：30 5日㈫
愛　野 愛のほがらか教室 愛野町公民館 13：30～15：30 4日㈪ 18日㈪
千々石 さくら会 千々石保健センター 13：30～15：00 13日㈬ 27日㈬

小　浜 生き生き健康教室
小田山ふれあいの村

13：30～15：30
6日㈬

北野公民館 13日㈬
富津漁民センター 14日㈭

ジャカランダ健康クラブ 小浜老人福祉センター 13：30～15：00 7日㈭ 21日㈭

南串山 げんき塾

塚ノ山公民館

13：30～15：30

12日㈫
内平ふれあいセンター 19日㈫
西浜公民館 15日㈮
谷間川公民館 27日㈬
鬼池公民館 22日㈮

■ 問い合わせ　福祉課 高齢者福祉班（☎36-2500） ※いずれも65歳以上の高齢者が対象です。

自主で行っている転倒予防教室です。
ころばんごと がんばらんば体操を行います。

福祉事務所スタッフまたはボランティアが行っています。健康体操、脳のトレー
ニング、レクリエーション、歌、健口体操などを行います。

森熊男さん（89歳）（南串山）西浜ころばんごとがんばらんば体操教室

体操と趣味の菊作りの
おかげか、最近ひらめ
きがすごいです！！
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所得（収入）の申告はお済みですか

税務課／市民窓口課

国民健康保険・後期高齢者医療保険
に加入している世帯の人へ
　世帯の中で、１人でも所得（収入）
の申告をしていない人がいると、そ
の世帯の所得が確定できないため、
国民健康保険税や後期高齢者医療保
険料の軽減制度が受けられません。
　また、病院での高額療養費自己負
担額の判定や、入院時の限度額認定
証交付等の適用についても不利益を
受けることになります。
　3月15日までに必ず申告をしま
しょう。

○申告が必要な人
◆前年中に収入があった人（失業中
で失業給付を受けた人を含む）
◆遺族年金、障害年金などを受給し
ている人
◆収入がなく、次の①～④のいずれ
かにも該当しない人
①確定申告、住民税申告を行った人
②給与収入のみの人で給与支払報告
書が会社から市役所に提出されて
いる人
③公的年金のみの収入の人（遺族・
障害年金等を除く）
④扶養親族（配偶者控除、扶養控除
の対象となっている人）となって
いる人（収入のある人を除く）
※給与収入のみ、公的年金収入のみ
の人でも配偶者控除、扶養控除、
社会保険料控除、医療費控除等を
取り足す場合は、申告が必要です。
問　税務課または市民窓口課
� （☎38-3111）

お詫びと訂正

福祉課

　広報うんぜん12月号の「福祉タ
クシーの協力機関を追加」の中で、
福祉タクシーあさひの連絡先を
『090-5413-3382』としていまし
たが、正しくは『090-4513-3382』
でした。
　ここにお詫びし、訂正させていた
だきます。
（福祉課　高齢者福祉班・障害者福
祉班）

３月の相談ご案内

福祉課／商工労政課

◆「はあと」障害者巡回相談
　障害者相談支援事業所「はあと」
（市委託事業者）と「障害者就業・
生活支援センターけんなん」（県委
託事業者）では、障がいのある人や
その家族を対象に、毎月巡回相談を
行っています。「福祉サービスの利
用方法がわからない」「障害があっ
ても働きたいが、どうすればよいか」
など、お気軽にご相談ください。
　秘密は厳守します。
日時　3月11日㈪　10:00～15：00
場所　小浜総合支所�1階�相談室
相談　無料（予約不要）
問・福祉課障害福祉班�（☎36-2500）
・障害者相談支援事業所「はあと」
� （☎36-3850）
◆雲仙市就職支援相談
　カウンセラーによる就職支援相談
を行っています。「就職活動は不安
だらけ、どうやって活動したらいい
んだろう…」「どんな仕事が向いて
いるんだろう…」「ハローワーク（公
共職業安定所）の利用方法がわから
ない…」など、就職に関して悩んで
いる皆さん、ご相談ください。
日時　3月28�日㈭　10:30～16:20
場所　愛野町公民館
相談　１人約50分（電話予約制）
対象　雲仙市内在住または雲仙市へ
ＵＪＩターン希望者
予・問　商工労政課（☎38-3111）

視覚障害者生活訓練に参加しませんか

福祉課

【点字訓練】（参加無料）
日時　3月13日㈬、21日㈭
　午前10時～正午（点字訓練）　
　午後1�時～3時（視覚障害者とボ
ランティアの交流会）
場所　小浜老人福祉センター
※午後からの交流会のみの参加でも
結構です。希望者はご連絡くださ
い。
※市役所本庁⇔小浜老人福祉セン
ター間は、マイクロバスによる送
迎も行っています。ご利用くださ
い。
問　福祉課障害福祉班�（☎36-2500）

奨学生を募集します

教育委員会総務課

■雲仙市奨学生
貸与条件　扶養者が1年以上市内に
住民登録している人のうち、経済
的な理由で修学が困難で、学業・
人物ともに奨学生としてふさわし
い人
※他の奨学金制度との重複貸与可
（ただし、独立行政法人日本学生
支援機構との重複貸与は不可）
対象学校　①大学・大学院・短期大
学・農業大学校　
②高等専門学校・専修学校（専修学
校設置基準による修業年限2年以
上の学校）・各種学校（各種学校
規定による修業年限2年以上の学
校）
③高等学校
貸与金額　①月額20,000円以内
　　　　　②月額15,000円以内
　　　　　③月額12,000円以内
申込期間　4月5日㈮～5月24日㈮
申込方法　教育委員会総務課や生涯
学習課各駐在に備え付けの申込書
（市ホームページからダウンロー
ドできます）に必要書類を添付し、
教育委員会総務課または各駐在に
提出してください。
問　教育委員会総務課�（☎37-3113）

■（財）長崎県育英会奨学生
出願資格　県内に住所がある人の子
などで、大学などに在学している
人のうち、経済的理由により修学
が困難で、人物・学業ともに優れ
ている人
貸与金額（月額）　
　国公立…41,000円
　私立……47,000円
申込期間　3月4日㈪～�4月26日㈮
出願方法　教育委員会総務課や生涯
学習課各駐在に備え付けの出願用
紙（育英会のホームページからダ
ウンロードできます）に必要書類
を添付し、教育委員会総務課また
は各駐在に提出してください。
※出願用紙の配布は3月4日㈪以降
問　（財）長崎県育英会
� （☎095-824-7501）
　　http://www.n-ikuei.jp/

（申…申し込み、予…予約、問…問い合わせ）

● 広報うんぜん
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交通災害共済に加入しませんか

市民安全課

　自動車や電車などの交通機関が発
達している今日、いつ「交通事故災
害」にあうかわかりません。もしも
のときのために、家族そろって交通
災害共済に加入しましょう。
対象となる交通事故
　国内で自動車や汽車、電車、原動
機付自転車、自転車（16インチ以
上）、定期旅客船、旅客機などの接触、
衝突、転覆などによる事故
加入できる人
・雲仙市に住民登録または外国人登
録をしている人（市外に転出して
いる人は加入できません）
・就学（学生）のため一時的に転出
している人
掛金　加入者1人につき500円※4月
1日以降の中途加入者も同額
共済期間　4月1日～平成26年3月
31日（中途加入者は、受理した
日時から平成26年3月31日まで）
申込方法　所定の申込用紙で、各自
治会で取りまとめるか、市民安全
課または最寄りの総合支所市民生
活課へ直接申し込んでください。
請求期限　事故発生日から2年以内
※請求書、その他の関係書類は市民
安全課および各総合支所市民生活
課にあります
※請求の際には、加入申込書兼領収
書（加入者控）が必要です。大切に
保管をお願いします。
問　・市民安全課（☎38-3111）
　　・各総合支所市民生活課

スポーツ安全保険でガッチリ安心

スポーツ振興課

　平成25年度のスポーツ安全保険の
加入受付が3月1日から始まります。
　この保険は、スポーツ・文化・ボ
ランティア活動などを行う人たち
が、安心して活動できるよう「傷害
保険」「賠償責任保険」「突然死葬祭
費用保険」を組み合わせた補償制度
です。
加入対象　
　5人以上の団体やグループ
対象となる事故　
　団体活動中の事故、その往復中の
事故
受付開始
　平成25年3月1日～
※4月1日以降に申し込みをした
場合、加入手続日の翌日から有
効となります。

保険期間　
　平成25年4月1日午前0時
� ～平成26年3月31日午後12時
加入区分
①子ども（中学生以下、特別支援学
校高等部の生徒を含む）
②大人（高校生以上、６５歳以上）
③全年齢
掛け金　
　平成25年度は、平成24年度掛金
と同額です。詳細については、お問
い合わせください。

問　スポーツ振興課
　　（☎37-3113）

平成25年度就学援助申請の受付

教育委員会総務課

準要保護就学援助事業
　小・中学校児童生徒の就学費用に
経済的理由でお困りの保護者の皆さ
んに、学用品費、学校給食費などの
費用の一部の援助を行います。
援助費の内容
①学用品費など
　学用品費、通学用品費、通学費、
校外活動費、修学旅行費、体育実
技用具費（柔道・剣道）
②医療費
　学校で治療の指示を受けた疾病
（トラコーマ、結膜炎、白せん、
かいせん、膿痂疹、中耳炎、慢性
副鼻腔炎、アデノイド、う歯、寄
生虫病）の治療に要する費用
③学校給食費
提出書類
　「就学援助申請書」のほか、申請
理由に関係する書類の写しなどが必
要です。
　申請書は、教育委員会総務課や生
涯学習課各駐在に備え付けてありま
す。また、市ホームページからもダ
ウンロードできます。
提出期限　3月8日㈮
※小学新1年生、転入生は、4月12
日㈮までに申請してください。
※4月分からの援助を希望する人は、
期限内に申請してください。
※前年度に引き続き援助を希望する
場合も、申請が必要です。
問　教育委員会総務課�（☎37-3113）

市有財産公募貸付のお知らせ 問　管財課（☎３８－３１１１）

◆所 在 地　雲仙市小浜町北本町北戸崎862番地2（小浜バスターミナル）
◆使用目的　店舗または事務所
◆貸付期間　契約締結の日から平成27年3月31日まで（更新可）　
◆募　　集　随時
◆応募方法　「公募貸付応募申込書」に必要事項を記入・押印のうえ、必要書類を添えて管財課へ持参してください。
　　　　　　「公募貸付応募申込書」などの案内文書は、市ホームページからダウンロードできます。

種類 構造 面積 貸付料

建物①
鉄筋コンクリート造陸屋根３階建

33.00㎡ 276,417円／年額
（延べ面積110５.61㎡）

土地① アスファルト舗装 駐車1区画 ５,000円／月額

市からのお知らせINFORMATION
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棚田オーナーを募集します
～あなたも、千々石岳棚田で米づくりを楽しんでみませんか～

千々石町岳地区で、平成25年産稲作の「棚田オーナー」を募集します。 
棚田オーナーのための共同区画を準備して、皆さんのご来場をお待ち
しています。個人、職場、グループでの参加大歓迎です。

■オーナーは
　田植え、稲刈りなど農作業に携わっていただきます。 
■準備するもの／作業服、田植え靴など
　　　　　　　（農作業の日は、手弁当でお願いします。）
■特典／「岳ん米」玄米30kg 「岳棚田米粉」  
　　　　地元野菜を進呈します。 
■年会費／1口 30,000円  
■募集期限／3月25日㈪まで 
■お申し込み・お問い合わせ
　千々石町岳地区良質米生産組合 代表 山本哲郎 
　☎090－8298－2101 
　雲仙市千々石総合支所 産業建設課 
　☎0957－37－2001 

情報
Information

● 広報うんぜん
平成25年3月26



国民宿舎望洋荘
☎0957（74）3141

参加者募集中！ 
○期日　3月30日㈯
○会場　千々石海岸、千々石町商店街、橘神社 ほか 
○申込　3月19日㈫まで  
○申込方法　お問い合わせください。 
問　観櫻火宴実行委員会　☎090-3882-2117 

お一人様 ６，７６５円（1泊２食）
             ↓ 
お一人様 ６，０００円（1泊３食）

お一人様２，０００円

○１泊３食付（昼食は丼物か麺類）  
※休憩・昼食は当日か翌日かを選択できます。 
○夕食は、右記写真の料理になります。 
※別途追加料金で宴会（会席）料理コースもできます。 

泊った翌日の休憩とお昼付きで
湯治気分を満喫！ 

○入浴・休憩＋食事付き 
○休憩室は、貸切部屋 
○総会等の会議室使用料サービス 

○マイクロバスの送迎は、ご相談に応じます。

※写真の料理は１人前です。
　季節により料理内容が
　異なります。 

老人会以外の団体の方のために
（サロン・婦人会様等）

お一人様 ６，３００円（１泊３食）

お一人様 ２，３００円
○右記写真の料理とは異なります。 

○送迎についてもご相談に応じます。

観櫻火宴２０１３～日本一のたいまつ武者行列～

　桜の名所・橘神社の桜の開花に合わせ、約400年前の
史実を基に再現される勇壮な火祭りが、今年も行われ
ます。鎧を身にまとった武者たちが、千々石海岸に集
結。総勢200人による勇壮なたいまつ武者行列は必見。
ぜひ、ご来場ください。
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も
よ
お
し

雲
仙
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

す
わ
の
池・原
山
ド
ル
メ
ン
を
歩
こ
う

日
時　
３
月
１７
日
㈰　
受
付　
午
前

９
時
３０
分
～　
※
小
雨
決
行

※
雨
天
中
止
の
場
合
、
防
災
行
政
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
そ
の

場
合
、
３
月
２４
日
㈰
午
前
１０
時
～

に
延
期
し
ま
す
。

コ
ー
ス　
雲
仙
諏
訪
の
池
周
辺�
４
㎞

コ
ー
ス
／
８
㎞
コ
ー
ス

参
加
料　
大
人
５
０
０
円
／
中
･
高

生
２
０
０
円
／
小
学
生
以
下
無
料

募
集
人
数　
各
コ
ー
ス
５０
人
（
先
着

順
）

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
を
、
申
込

先
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。（
参
加
申
込
書

は
、
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
お
よ
び
生
涯
学
習
課
各
駐
在
に

準
備
し
て
い
ま
す
）

申
込
期
限　
3
月
１２
日
㈫
※
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
･
問　
雲
仙
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
事
務
局（
雲
仙
市
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

　
☎
０
９
５
７（
３７
）３
１
１
３

「
２
０
１
２
長
崎
・
雲
仙
撮
影
会
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品
展

　
昨
年
１０
月
に
、雲
仙
市
の
伝
統
芸
能

６
団
体
ら
が
出
演
し
た「
２
０
１
２

長
崎
・
雲
仙
撮
影
会
」（
全
日
本
写
真

連
盟
西
部
本
部
主
催
）の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
入
賞
作
品
な
ど
、
約
6０
点
を

展
示
し
ま
す
。

　
写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が
、
雲
仙

温
泉
街
を
背
景
に
撮
影
さ
れ
た
、風
情

あ
る
写
真
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間　

　
３
月
２４
日
㈰
～
４
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
雲
仙
お
山
の
情
報
館
別
館

撮
影
会
に
出
演
し
た
団
体　

　
鳥
刺
し
保
存
会（
国
見
町
）、
東
里

荒
踊
り
保
存
会（
国
見
町
）、
伏
尾
鍬

踊
り
保
存
会（
瑞
穂
町
）、
愛
野
町
野

井
浮
立
保
存
会（
愛
野
町
）、
千
々
石

中
学
校
吹
奏
楽
部
御
神
楽
保
存
会
、

雲
仙
市
観
光
大
使
、の
ん
の
こ
踊
り
保

存
会（
諫
早
市
）

撮
影
場
所　

　
満
明
寺
、温
泉
神
社
、雲
仙
お
山
の

情
報
館
別
館

問　
全
日
本
写
真
連
盟
西
部
本
部

　
☎
０
９
３（
５
６
３
）１
２
４
０

小
浜
歴
史
資
料
館

本
多
湯
太
夫
家
秘
蔵
品  

南
宗
画
家

中
林
梧
竹
没
後
百
年
記
念
展

　
中
林
梧
竹（
な
か
ば
や
し　
ご
ち
く
）

は
、
日
本
の
書
家
。
佐
賀
県
に
生
ま

れ
、
鍋
島
家
に
仕
え
た
の
ち
、
江
戸

に
出
て
、
拓
本
、
書
、
南
画
に
闊
達

な
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
大
正
２
年

に
、
８７
歳
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

期
間　
３
月
１
日
㈮
～
６
月
２
日
㈰

場
所　
小
浜
歴
史
資
料
館
（
湯
太
夫

展
示
館
）

拝
観
料　
３
０
０
円（
入
館
料
百
円
込

み
）／
１５
人
以
上
の
団
体
２
０
０
円

主
催　
小
浜
観
光
協
会

後
援　
雲
仙
市
教
育
委
員
会

問　
小
浜
歴
史
資
料
館（
草
野
）

　
☎
０
９
５
７（
７５
）０
８
５
８

長
崎
の
南
画
家

「
三
浦
梧
門
と
そ
の
一
門
」展

　
長
崎
南
画
三
筆
と
呼
ば
れ
、
多
く

の
弟
子
た
ち
に
画
法
を
伝
え
た
、
三

浦
梧
門
と
そ
の
弟
子
の
作
品
を
集
め

た
企
画
展
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

期
間　
６
月
２
日
㈰
ま
で

場
所　
森
の
美
術
館
ｉ
ｎ
雲
仙

入
館
料　
一
般
３
０
０
円
（
子
ど
も

同
伴
者
あ
り
無
料
）

後
援　
雲
仙
市
教
育
委
員
会

問　
森
の
美
術
館
ｉ
ｎ
雲
仙

　
☎
０
９
５
７（
７３
）３
４
８
２

博
多
座
公
演　
「
水
戸
黄
門
」

　
こ
の
紋
所
が
目
に
入
ら
ぬ
か
！

　
時
代
劇
ド
ラ
マ
の
決
定
版
！
黄
門

様
ご
一
行
が
長
崎
を
舞
台
に
大
活

躍
。あ
の
名
台
詞
、名
場
面
を
ぜ
ひ
舞

台
で
！
出
演
は
里
見
浩
太
朗
ほ
か
。

公
演
期
間　
３
月
３
日
㈰
～
２０
日
㈬

　
昼
の
部　
午
前
１１
時
開
演

　
夜
の
部　
午
後
３
時
３０
分
開
演

観
覧
料　
Ａ
席
１
万
２
千
円　
特
Ｂ

席
９
千
円　
Ｂ
席
７
千
円　
Ｃ
席

４
千
円
（
税
込
み
）

申
・
問　
博
多
座
電
話
予
約
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
２
６
３
）５
５
５
５

http://w
w
w
.hakataza.co.jp/

　
お
知
ら
せ

図
書
館
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

『
春
』　
巣
立
ち
の
季
節
で
す
！

◆
名
前
や
住
所
、
電
話
番
号
が

　
変
わ
っ
た
ら
…

・
最
寄
り
の
図
書
館
（
室
）
に
も
、

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
予
約
の
お
知
ら
せ
な
ど
が
、
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

・
固
定
電
話
を
携
帯
電
話
や
Ｉ
Ｐ
電
話

に
変
更
さ
れ
た
場
合
も
同
様
で
す
。

・
最
寄
り
の
図
書
館
（
室
）
カ
ウ
ン

タ
ー
で
承
り
ま
す
。

・
来
館
で
き
な
い
場
合
は
、
電
話
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
郵
送
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◆
学
生
の
み
な
さ
ん

　
就
職
、
進
学
な
ど
で
、
実
家
や
下

宿
、
寮
を
離
れ
る
前
に
、
図
書
館
で

借
り
た
資
料（
本
・
雑
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

の
返
却
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

　
移
動
図
書
や
学
級
文
庫
な
ど
で
借

り
た
図
書
館（
室
）の
本
は
、
春
休
み

に
な
る
前
に
、必
ず
返
却
し
ま
し
ょ
う
。

※
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、住
所
な
ど
の
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

最優秀賞「かえりみち」

広報うんぜんの有料報告
市内割引と長期年間割引で
お得になりました！
・広告主が市内に主たる事業所等を有する場合　20％引き
・6か月連続して広告を掲載する場合� 10％引き
・12か月継続して広告を掲載する場合� 20％引き
 問　政策企画課　広報班(☎ 38-3111)
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〔
広
告
〕

平
成
２５
年
度

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時　
６
月
１6
日
㈰　
午
前
１０
時

場
所　

　
・
島
原
工
業
高
等
学
校　

　
・
諫
早
農
業
高
等
学
校　
ほ
か

試
験
の
種
類　

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
～
第
６
類
）、

丙
種

申
請
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

　
・
書
面
申
請
…
４
月
１０
日
㈬
～
２４
日
㈬

　
・
電
子
申
請
…
４
月
７
日
㈰
～
２１
日
㈰

問　
（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
長
崎
県
支
部

　
☎
０
９
５（
８
２
２
）５
９
９
９

バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
公
売

　

南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
で
は
、

１０
年
以
上
使
用
し
た
バ
キ
ュ
ー
ム
車

を
公
売
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
当
日

お
越
し
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件　

3
ｔ
バ
キ
ュ
ー
ム
車

（
容
量
２
７
０
０
ℓ
）
１
台

公
売
日　

　
３
月
１５
日
㈮�

午
後
２
時

公
売
場
所　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組

合（
国
見
町
神
代
己
１０
番
地
）２
階

会
議
室　
　

問　
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合

　
☎
０
９
５
７（
７８
）２
８
１
７

就
職
活
動
の
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
、

就
職
活
動
の
た
め
の
講
座
を
開
き
ま

す
。
現
在
、
就
職
活
動
中
の
人
、
転

職
を
お
考
え
の
人
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

　
①
３
月
１７
日
㈰�
午
後
１
時
～
３
時

　
②
３
月
２４
日
㈰�

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
①
島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
１
階
（
島
原
市
霊
南
1
丁

目
１７
）

　
②
諫
早
市
民
セ
ン
タ
ー
3
階
（
諫

早
市
東
小
路
町
8
-5
）

対
象　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父

内
容　
①
小
論
文
へ
の
対
応　
②
自

分
の
適
正
を
知
ろ
う　
③
面
接
・
訪

問
時
の
心
構
え　
④
模
擬
面
接
等

講
師　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
西
口　
奈
鶴
子
氏

参
加
費　
無
料　

※
当
日
参
加
す
る
人
は
、履
歴
書（
記

入
済
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　

　
㈱
ア
ソ
ウ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ー

　
☎
０
９
５（
８
２
６
）９
８
０
０

　
雲
仙
市
子
ど
も
支
援
課　
子
育
て

　
支
援
班

　
☎
０
９
５
7（
３6
）２
５
０
０

ふるさと納税　
ご寄付ありがとうございます。

平成24年度（1月末現在）
件　　数 30件
合計金額 1,075,000円

〇ふるさと雲仙市の応援団を募集しています
　ご寄付いただきました皆さまには、心からお
礼申し上げます。今後とも、市内にお住まいの
皆さまには、「雲仙市を応援したい」「雲仙市の
ために何かしたい」という思いを持たれる、市
外にお住まいの家族、親戚、友人、知人の方を
ご紹介いただき、雲仙市との懸け橋となってい
ただきますようお願い申し上げます。
問い合わせ・申し込み
　政策企画課秘書調整班（ふるさと納税担当）
　☎0957-38-3111　FAX0957-38-3514
� 　「雲仙市　ふるさと納税」で検索

寄付金で購入しました！
　南串第二小学校の教育環境の整備に役立て
てと、同校出身で福岡県小郡市在住の田中貞
子（たなか��ていこ）様から100万円のご寄
付をいただき、読書活動推進のため、ソ
ファーセット、書架および図書を購入させて
いただきました。
　ありがとうございました。
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とろとろねぎのクリームシチュー
栄養価
（１人分）

材料（4人分） つくり方

3月健康テレホンプログラム

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談

０１２０-９６７-９４７
市教育委員会「親子ホットライン」

（フリーダイヤル）

０１２０-９２８-４７１
市福祉事務所「家庭ホットライン」

（フリーダイヤル）

０５７０-０７８-３１０
県教育委員会「いじめ相談ホットライン

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません

国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

【フリーダイヤル】　 ０１２０-５５５-２０３
【長崎】　 ０９５-８２６-５５１１

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会国見支部

エネルギー

141kcal

塩分

0.6ｇ
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とろとろねぎのクリームシチュー
栄養価
（１人分）

材料（4人分） つくり方

3月健康テレホンプログラム

子
ど
も
に
関
す
る
電
話
相
談

０１２０-９６７-９４７
市教育委員会「親子ホットライン」

（フリーダイヤル）

０１２０-９２８-４７１
市福祉事務所「家庭ホットライン」

（フリーダイヤル）

０５７０-０７８-３１０
県教育委員会「いじめ相談ホットライン

※ＰＨＳ、ＩＰ電話からはつながりません

国際交流員　金 銀淑さんの
キム ウンスク

【フリーダイヤル】　 ０１２０-５５５-２０３
【長崎】　 ０９５-８２６-５５１１

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会国見支部

エネルギー

141kcal

塩分

0.6ｇ
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この印刷物は、石油系有機溶剤の一部を大豆油に置き換えた
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↓色が薄いときは50％で

広報

3/1（金）

2（土） ●教育講演会〈14:00～15:30、吾妻町ふるさと会館、講師　辻井�いつ子氏〉

3（日） ●ＪＲ九州ウォーキング〈神代小路ほか〉

4（月） ●行政相談〈9:00～11:30、国見総合福祉センター、稲本行政相談委員〉

5（火）
●行政相談〈9:00～11:30、瑞穂町公民館、城行政相談
委員〉

●赤ちゃん健康相談〈吾妻保健センター、（瑞穂・吾妻地
区）〉

6（水）
●赤ちゃん健康相談〈南串山保健福祉センター（小浜・
南串山地区）〉

●行政相談〈13:00～15:30、小浜総合支所、中村行政
相談委員〉

7（木） ●赤ちゃん健康相談〈国見農村環境改善センター（国見地区）〉

8（金） ●赤ちゃん健康相談〈愛野保健福祉センター（愛野・千々石地区）〉

9（土） ●こころの健康づくり（自殺対策）講演会　※詳細Ｐ12
10（日）

11（月） ●障害者巡回相談〈10:00～15:00、小浜総合支所１階会議室〉

12（火）
●行政相談〈13:00～15:30、千々石総合支所、中瀬行
政相談委員〉

●遺言･契約等法律相談〈13：00～16：00、愛野町公民
館〉

13（水）

●人権擁護委員によるよろず相談所〈9:00～12:00、国
見農村環境改善センター〉

●行政相談〈13:00～15:30、南串山総合支所別館、本
田行政相談委員〉

●行政相談〈13:30～15:30、吾妻町ふるさと会館、荒
木行政相談委員〉

14（木）

15（金）
●中学校卒業証書授与式

●行政相談〈13:30～15:30、愛野保健福祉センター、
田尻行政相談委員〉

16（土）

17（日） ●雲仙市民ウォーキング大会～すわの池･原山ドルメンを歩こう～　※詳細Ｐ28

18（月） ●献血〈9:30～12:30、南串山総合支所〉

19（火）
●小学校卒業証書授与式

●献血〈13:00～16:00、国見町文化会館まほろば〉

20（水）
21（木）

22（金）
●小・中学校　平成２４年度修了式

●献血〈9:00～11:00、12:20～16:00　愛野保健福
祉センター〉

23（土） ●長崎大学×小浜温泉プロジェクト・第3回シンポジウム〈10:00～12:15、小浜公会堂〉

24（日）
25（月） ●献血〈9:00～11:20、12:40～16:00　雲仙市役所〉
26（火）
27（水）
28（木） ●雲仙市就職支援相談　※詳細Ｐ24
29（金） ●献血〈13:00～16:00　千々石総合支所〉

30（土） ●観櫻火宴２０１３～日本一のたいまつ武者行列～�※詳細Ｐ27

31（日）

休日在宅当番医
■当番医　診療時間／9：00～17：00　　■当番歯科��診療時間／9：00～12：00

当番医 電話番号 所在地 当番医 電話番号 所在地 当番医 電話番号 所在地

3
月
3
日

本田医院 78-2768 国見町
3
月
17
日

太田整形外科 78-5413 国見町
3
月
24
日

佐藤医院 78-5555 国見町
くさの循環器内科 37-6050 千々石町 木戸眼科 74-3222 小浜町 松藤整形外科 74-2006 小浜町
畑中歯科医院 36-3535 愛野町 朝永歯科医院 38-3030 吾妻町 瑞穂歯科医院 77-3770 瑞穂町
前川歯科医院（布津） 72-3117 南島原市 あきらデンタルクリニック 82-2352 南島原市 小嶺歯科医院（有家） 82-3535 南島原市

3
月
10
日

前田内科胃腸科医院 77-3089 瑞穂町
3
月
20
日

松本内科医院 65-3333 国見町
3
月
31
日

よこた医院 77-2000 瑞穂町
松島外科 74-4388 小浜町 城代医院 37-2032 千々石町 京泊馬場医院 88-2050 南串山町
寺田歯科医院 36-2322 愛野町 土井歯科クリニック 38-6400 吾妻町 ねぎ歯科医院 77-4182 瑞穂町
さとう歯科クリニック 82-1771 南島原市 まつしま歯科医院 82-0600 南島原市 前川歯科医院（西有家） 82-2255 南島原市

※休日在宅医は、都合により変更になる場合があります。医療機関に電話連絡後、受診してください。

●午前の相談（受付/9:30～10:30、3月の対象/H24.3～
H24.10生）は参加自由。午後の相談対象者には、通知
を送付しています。3月 4月 うんぜん

くらしのカレンダー

�人のうごき（1月末）
■人　�口�：�47,783人（前月比　ー28人)
　　　　　　�男性：22,606人／女性：25,177人
■世帯数�：�16,967世帯（前月比　+17世帯）


	892013030117
	892013031832

